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グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
の

二
重
派
遣
問
題
に

よ
る
派
遣
事
業
か

ら
の
撤
退
や
、う
な

ぎ
の
産
地
偽
装
問

題
な
ど
企
業
の
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
話

題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
る
機
会
が
増
え
て
お
り

ま
す
。
元
来
、コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

は
、法
令
遵
守
義
務
と
い
う
限
ら

れ
た
意
味
で
あ
り
ま
し
た
が
、不

祥
事
の
多
く
が
法
令
と
い
う
枠

組
み
を
超
え
て
、人
間
と
し
て
な

す
べ
き
倫
理
問
題
に
基
づ
く
も

の
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
、社
内
規
則
の
遵
守
、さ
ら

に
は
倫
理
観
を
も
っ
た
行
為
等

に
至
る
広
い
意
味
に
使
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
近
、巷
で
は
企
業
不
祥
事

が
発
覚
す
る
と
、信
用
が
失
墜

し
破
綻
に
至
る
船
場
吉
兆
の
よ

う
な
事
例
が
生
ず
る
よ
う
に
な

っ
て
お
り
、「
企
業
の
リ
ス
ク
管
理
」

の
観
点
か
ら
も
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
の
遵
守
に
よ
り
人
、お
金
、時

間
を
投
資
し
な
く
て
は
な
ら
な

く
な
り
、そ
の
結
果
「
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
貧
乏
」
と
さ
さ
や
か
れ
る

よ
う
に
も
な
っ
て
お
り
ま
す
。わ

れ
わ
れ
歯
科
界
に
お
い
て
も
、診

療
報
酬
の
ダ
ウ
ン
、人
件
費
の
高

騰
、歯
科
医
院
の
増
加
な
ど
の
厳

し
い
医
院
経
営
の
中
、こ
の
よ
う

な
新
た
な
課
題
を
ク
リ
ア
し
て
い

か
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
お
り
ま

す
。（
Ｉ
）

パノラマ

H20.5.30

　

五
月
三
〇
日
（
金
）
、
午
後

六
時
三
〇
分
よ
り
梅
田
玉
姫
殿

に
於
い
て
社
団
法
人
大
阪
北
区

歯
科
医
師
会
平
成
二
〇
年
度
第

一
回
総
会
（
通
常
）
が
開
催
さ

れ
た
。
多
田
議
長
よ
り
開
会
宣

言
が
な
さ
れ
た
後
、
賀
本
庶
務

理
事
よ
り
点
呼
が
行
わ
れ
、
現

会
員
数
一
九
九
名
、
定
足
数
一

〇
〇
名
、
出
席
者
四
三
名
、
書

面
表
決
者
七
〇
名
、
委
任
状
提

出
者
一
〇
名
、
合
計
一
二
三
名

で
会
の
成
立
が
報
告
さ
れ
た
。

　

中
谷
副
会
長
の
開
会
の
こ
と

ば
の
後
、
議
事
録
署
名
人
に
一

五
班
の
戎
文
彦
先
生
、
樋
口
春

彦
先
生
が
指
名
さ
れ
た
。
続
い

て
黒
川
会
長
が
挨
拶
に
立
ち
、

大
阪
府
地
域
医
療
推
進
協
議
会
（
福

祉
医
療
施
策
の
後
退
に
反
対
す

る
署
名
運
動
）
へ
の
協
力
を
会

員
に
呼
び
か
け
た
。
引
き
続
き

大
阪
府
歯
科
医
師
会
の
天
羽
理

事
よ
り
来
賓
挨
拶
を
頂
い
た
。

　

報
告
事
項
と
し
て
大
塚
専
務

理
事
よ
り
平
成
一
九
年
度
会
務
報

告
が
な
さ
れ
、そ
の
後
、物
故
者

及
び
物
故
者
家
族
へ
の
弔
慰
黙

祷
が
行
わ
れ
た
。野
口
常
務
理
事

よ
り
平
成
一
九
年
度
福
祉
共
済
制

度
会
務
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　

議
事
に
移
り
、
大
浦
常
務
理

事
、
野
口
常
務
理
事
よ
り
第
一

号
議
案
平
成
一
九
年
度
一
般
会

計
収
支
決
算
と
第
二
号
議
案
平

成
一
九
年
度
特
別
会
計
収
支
決

算
が
一
括
上
程
さ
れ
、
槇
野
監

事
に
よ
る
会
計
監
査
報
告
が
な

さ
れ
た
後
、
各
議
案
と
も
満
場

一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決
承
認

さ
れ
た
。

　

最
後
に
東
郷
副
会
長
よ
り
閉

会
の
こ
と
ば
の
後
、
多
田
議
長

の
閉
会
宣
言
に
よ
り
閉
会
と
な

っ
た
。

　

続
い
て
大
阪
府
歯
科
医
師
国

保
組
合
北
区
北
支
部
総
会
が
清

光
支
部
長
よ
り
、
大
阪
府
歯
科

医
師
連
盟
総
会
が
戎
支
部
長
、

水
沼
連
盟
常
務
理
事
よ
り
行
わ

れ
た
。

よ
い
歯
の

コ
ン
ク
ー
ル

H20
5.30

医
療
保
険
講
習
会

　

五
月
三
〇
日
（
金
）
、
梅
田

玉
姫
殿
に
て
医
療
保
険
講
習
会

が
行
わ
れ
、一
三
六
名
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
も
講
師
に
府

歯
医
療
保
険
担
当
常
務
理
事
の

近
森
先
生
を
お
招
き
し
、解
説

し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

冒
頭
に
黒
川
会
長
よ
り
「
改

定
後
、
初
め
て
の
講
習
会
。
日

が
浅
く
、
ま
だ
混
乱
す
る
こ
と

も
多
い
が
、
各
会
員
が
で
き
る

だ
け
効
率
的
に
請
求
が
で
き
る

よ
う
に
今
日
の
話
を
聞
き
た
い
。
」

と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
講

義
内
容
と
し
て
は
ま
ず
、
全
体

の
改
定
率
〇
・
四
二
％
の
う
ち

初
・
再
診
料
改
定
の
影
響
率
が

約
〇
・
三
三
〜
〇
・
三
八
％
と
、

そ
の
大
半
を
占
め
る
こ
と
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て
多
岐

に
渡
る
項
目
に
つ
い
て
解
説
さ

れ
、
最
後
に
療
養
担
当
規
則
お

よ
び
新
設
さ
れ
た
施
設
基
準
に

つ
い
て
再
確
認
し
、
講
習
会
を

締
め
括
ら
れ
ま
し
た
。

　

閉
会
に
あ
た
り
、
高
麗
副
会

長
が
「
本
日
は
熱
の
こ
も
っ
た

講
習
と
と
も
に
素
晴
ら
し
い
資

料
も
あ
る
の
で
大
い
に
活
用
し

よ
う
。
」
と
述
べ
、
充
実
し
た

講
習
会
を
終
え
ま
し
た
。

（
医
療
保
険
部 

中
谷
徹
記
）

　

五
月
八
日
（
木
）
大
阪
市
北

区
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
午

後
二
時
三
〇
分
よ
り
「
第
五
七

回
全
国
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」

地
区
審
査
会
が
行
わ
れ
た
。
今

回
は
北
区
北
地
区
か
ら
は
三
組

の
対
象
者
を
予
定
し
て
い
た
が

当
日
一
組
が
不
参
加
と
な
り
二

組
の
み
の
選
考
会
と
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
北
区
北
の
代
表
と

し
て
水
沼
親
子
が
選
ば
れ
大
阪

府
の
大
会
に
出
場
さ
れ
る
こ
と

が
決
ま
っ
た
。

　

出
務
し
た
感
想
と
し
て
は
年
々

参
加
者
が
減
少
し
て
い
る
の
が

気
が
か
り
で
あ
る
。
尚
、
今
回

審
査
を
受
け
た
二
組
に
は
支
部

よ
り
記
念
品
が
授
与
さ
れ
た
。

（
地
域
医
療
部　

木
下
秀
人
記
）

平
成
二
十
年
度

　
　

第
一
回
総
会（
通
常
）

H20.5.8
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厚
生
労
働
省
は
、
「
何
が
何

で
も
や
る
」
と
い
う
レ
セ
プ
ト

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
完
全
義
務

化
が
実
施
さ
れ
る
平
成
二
三

年
四
月
を
想
定
し
て
、
昨
年

十
二
月
六
日
に
医
政
局
長
の
呼

び
か
け
に
よ
り
「
歯
科
診
療
所

に
お
け
る
歯
科
保
健
医
療
の

標
準
化
の
あ
り
方
等
に
関
す

る
検
討
会
」
を
開
催
し
た
。

出
席
者
お
よ
び
検
討
事
項
に

つ
い
て
は
既
に
大
阪
府
歯
科

医
師
雑
誌
四
月
号
に
掲
載
さ

れ
、
会
員
の
方
々
の
ご
認
識

は
得
ら
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　

レ
セ
プ
ト
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を

実
施
す
る
に
は
、
ま
だ
ま
だ
問

題
点
は
多
く
、
特
に
医
療
担
当

者
に
と
っ
て
は
極
め
て
危
険
な

要
因
が
含
ま
れ
て
い
る
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
厚
労
省
は
解
決
策

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
レ
セ
プ
ト

内
容
を
電
算
処
理
し
易
く
す
る

為
に
、
医
療
の
標
準
化
が
不
可

欠
と
考
え
て
前
述
の
検
討
会
を

立
ち
上
げ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
厚
労
省
は
、
検
討
事

項
に
つ
い
て
は
「
歯
科
診
療
所

に
お
け
る
歯
科
保
健
医
療
の
標

準
化
指
針
作
成
の
基
本
方
針
並

び
に
手
順
」
と
い
う
形
で
専
門

分
科
会
や
関
係
学
会
に
「
標
準

化
指
針
」
を
作
成
さ
せ
、
い
わ

ゆ
る
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
成

文
化
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
う

か
が
え
る
。

　

標
準
化
指
針
が
診
療
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
結
び
つ
く
か
否
か
は

こ
こ
で
論
じ
る
こ
と
は
避
け
る

が
、
今
後
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
則

っ
取
っ
て
レ
セ
プ
ト
審
査
が
行

わ
れ
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
か
ら
外

れ
る
と
保
険
請
求
内
容
の
査
定

に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
危
惧
を

感
じ
る
の
で
あ
る
。

　

日
々
臨
床
に
直
面
し
て
い
る

我
々
は
、
様
々
な
個
々
の
ケ
ー

ス
全
て
に
お
い
て
適
切
な
歯

科
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
が

患
者
に
対
す
る
義
務
で
あ
る

こ
と
を
考
え
る
時
に
、
レ
セ

プ
ト
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
よ
っ
て

歯
科
医
療
が
標
準
化
さ
れ
、

画
一
的
な
治
療
の
み
が
許
さ
れ
、

そ
の
結
果
患
者
の
適
切
な
歯

科
医
療
を
受
け
る
権
利
ま
で

が
奪
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
懸

念
を
抱
く
の
は
私
だ
け
で
あ
ろ

う
か
。

　

暑
い
日
々
が
続
き
ま
す
が
先

生
方
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
、
く
れ
ぐ
れ
も
お
体
に
気

を
付
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い

ま
せ
。　
　

（
広
報
部
一
同
）

編
集
後
記

北
歯
ゴ
ル
フ
同
好
会
春
季
コ
ン
ペ

H20
5.11

　

五
月
十
一
日（
日
）北
歯
ゴ
ル
フ

同
好
会
の
春
の
コ
ン
ペ
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
田
中
康
隆
先
生
の
お

世
話
で
、ア
ー
ト
レ
イ
ク
Ｇ
Ｃ
に

お
い
て
、前
日
の
雨
は
あ
が
っ
た

も
の
の
曇
り
で
少
し
肌
寒
い
中

で
の
プ
レ
ー
と
な
り
ま
し
た
。二

七
名
の
ゴ
ル
フ
好
き
が
集
合
し
、

Ｉ
Ｎ
コ
ー
ス
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。そ
の
中
で
、メ
ン
バ
ー
の
田

中
康
隆
先
生
が
見
事
に
優
勝（
ネ

ッ
ト

６９
）、準
優
勝
に
は
初
参
加

の
大
阪
回
生
病
院
院
長
の
菊
池

先
生
、三
位
は
北
区
大
淀
支
部

の
松
井
先
生
と
い
う
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
次
回
は
、十
一
月
二

四
日（
月
・
振
替
休
日
）に
矢
追

先
生
の
お
世
話
で
、西
宮
高
原

Ｇ
Ｃ
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

多
数
の
先
生
方
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

（
大
塚
俊
裕
記
）

※
紙
面
の
都
合
上
、
成
績
表
は

割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

5
班
・
山
田　

龍
男

（
大
歯
大
・
平
成

１４
年
卒
）

（
診
）
造
幣
局
診
療
所

　
　
　

北
区
天
満
一
ー
一
ー
七
九

　

電　

六
三
五
一
ー
五
三
六
六

　

Ｆ　

六
三
五
一
ー
五
八
九
六

15
班
・
妹
尾　

日
登
美

（
徳
島
大
・
平
成
５
年
卒
）

（
診
）
行
岡
病
院
歯
科
口
腔
外
科

　
　
　

北
区
浮
田
二
ー
二
ー
三

　

電　

六
三
七
一
ー
九
九
二
一

　

Ｆ　

六
三
七
一
ー
四
一
九
九

新
入
会
員

歯
科
医
療
の
標
準
化
問
題

　
　
　
　

副
会
長　

高
麗　

誠
紀

論説

H20
6.18

菅
北
小
学
校

　
　

「
歯
科
保
健
講
習
」

　

六
月
一
八
日
（
水
）
、
午
後

一
時
三
〇
分
よ
り
大
阪
市
立
菅

北
小
学
校
（
樋
口
忠
彦
学
校
歯

科
医
）
に
於
い
て
、
六
年
生
約

五
〇
人
を
対
象
に
歯
科
保
健
講

習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
初
の

校
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
樋
口

校
医
の
講
話
、
そ
し
て
ヒ
グ
チ

歯
科
医
院
の
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が
、

「
唾
液
の
力
」
を
テ
ー
マ
に
、

い
ろ
い
ろ
な
媒
体
を
駆
使
し
て

講
義
を
行
い
ま
し
た
。

　

内
容
は
唾
液
に
は
洗
浄
作
用
、

殺
菌
抗
菌
作
用
、
再
石
灰
化
作

用
、
緩
衝
作
用
の
四
つ
の
大
き

な
働
き
が
あ
る
と
い
う
も
の
で

す
。
特
に
緩
衝
作
用
は
小
学
生

に
は
ま
だ
理
解
が
難
し
い
の
で

は
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
絵
や
図
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
い
、
で
き
る
限
り
わ
か
り

や
す
く
説
明
し
て
い
ま
し
た
。

後
半
は
全
員
で
そ
れ
ぞ
れ
自
分

の
唾
液
を
採
取
し
、
試
薬
を
用

い
て
緩
衝
能
を
測
定
す
る
と
い

う
実
験
を
行
い
ま
し
た
。
ま
と

め
の
部
分
で
は
「
緩
衝
作
用
と

は
？
」
の
問
い
か
け
に
も
、
皆

が
手
を
挙
げ
て
「
口
の
中
を
酸

性
か
ら
中
性
に
戻
す
働
き
」
と

元
気
よ
く
答
え
た
の
に
は
驚
か

さ
れ
ま
し
た
。
児
童
た
ち
の
感

想
で
多
か
っ
た
の
は
「
唾
液
っ

て
す
ご
い
！
」
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
（
樋
口
春
彦
記
）
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